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少
年
式
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 

二
年
二
組 

篠
原 

晴
菜 

私
は
少
年
式
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
自

分
自
身
が
変
わ
り
た
い
と
思
う
こ
と
が
二
つ

あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
一
つ
目
は
、自
信
を
も
つ
こ
と
で
す
。

私
は
あ
ま
り
自
分
に
自
信
が
な
く
、大
勢
の

人
の
前
で
自
分
の
意
見
を
言
う
と
い
う
こ
と

が
と
て
も
苦
手
で
す
。そ
の
た
め
、授
業
で
も

あ
ま
り
発
言
が
で
き
な
か
っ
た
り
、初
め
て

会
っ
た
人
や
あ
ま
り
話
し
た
こ
と
が
な
い
人

と
上
手
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。け
れ
ど
、大
人

に
な
る
に
つ
れ
、
大
勢
の
人
の
前
で
何
か
を

話
す
機
会
が
必
ず
あ
る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
る
機
会
も
、
こ
れ
か

ら
増
え
て
い
き
ま
す
。な
の
で
、学
校
生
活
で

は
発
表
な
ど
を
た
く
さ
ん
す
る
な
ど
、で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
、自
分
に
自
信
を
つ
け
て

い
き
た
い
で
す
。 

 

二
つ
目
は
、最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
で

す
。私
は
、嫌
な
こ
と
や
自
分
に
は
で
き
な
い

と
思
っ
た
こ
と
は
積
極
的
に
行
動
し
な
か
っ

た
り
、途
中
で
諦
め
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。け
れ
ど
、そ
れ
は
責
任 

 

地域の人と一緒に学習体験 

≪防災まちあるき報告会≫ 

１２月に５年生が地域の人と一緒に校区を歩き、危

険箇所や災害時に利用できる設備がどこにあるのか

等、自分自身の目で見て考える『防災学習』を実施し

た結果をもとに、一緒に歩いた方々をお呼びして報告

会をしました。 
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ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー 大 活 躍 ！( 宮 西 小 学 校 ) 

「 カッターナイフの指導・支援 」  

2月3日(水)5日(金)2年生の図画工作の時間に地域の2名のゲ

ストティーチャーを招いて、カッターナイフを使って紙を切り、作

品を作りました。子どもたちはカッターナイフを使うのが初めてな

ので、ドキドキしながら先生たちのいう事を聞いていました。 

「 ミシンの指導・支援 」 

2月19日(金)5年生の家庭科の時間に３名のゲストティーチャー

を招き、ミシンを使ってウォールポケットを作りました。ミシンの

扱いに不慣れな子どもたちも、ミシン先生に聞きながら上手にぬう

ことが出来ました。 

の
な
い
行
動
だ
と
今
で
は
思
い
ま
す
。な
の
で
私

は
最
初
か
ら
諦
め
た
り
、途
中
で
投
げ
出
し
た

り
せ
ず
、
強
い
心
と
責
任
感
を
も
っ
て
物
事
を

最
後
ま
で
や
り
遂
げ
た
い
で
す
。 

私
は
、将
来
な
り
た
い
と
思
う
職
業
が
ま
だ

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
ん
な
進
路

選
択
を
す
る
に
し
て
も
、自
立
し
た
か
っ
こ
い
い

大
人
に
な
れ
る
よ
う
、感
情
に
振
り
回
さ
れ
る

幼
稚
な
自
分
を
卒
業
し
、ど
ん
な
状
況
で
も
常

に
冷
静
に
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。そ
の
た
め
、二
つ
の
変
わ
り

た
い
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、も
っ
と
た
く
さ
ん

勉
強
を
し
て
、知
識
の
幅
を
広
げ
、一
歩
一
歩
少

し
ず
つ
、大
人
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。 

          
 

防災学習のまとめ（児童の声） 

私たちが防災学習で学んだことはたくさん

あります。一つ目は災害のこわさです。その災

害から命を守ることを学びました。二つ目は地

域のつながりをもち、普段もそしていざという

時もお互いに助け合えたらいいなと思います。 

 私たちの活動はたくさんの人たちに支えら

れてできました。この事を忘れず、私たちはこ

れから自分たちにできることをしていきたい

と思います。 



                       口 屋 跡 記 念 公 民 館              令和３年３月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３月の行事予定 

５日(金) 老人会役員会   １０：００～ 
１２日(金） 「読み聞かせ」   ８：００～ 
１２日(金） 公民館運営審議会 １８：００～ 
１５日(月) 民児協会     １９：００～ 
１７日(水) 中学校卒業式       
１９日(金) ひよこっこ    １０：００～ 
２０日(土) 休館日（春分の日） 
２４日(水) 小学校卒業式 
２５日(木) 小・中学校修了式 
２６日(金) 自治会長会 
３１日(水)  見守り推進連絡会 １９：００～ 

 

編集後記 
★先日の生活習慣病検査で中性脂肪高め、胃カメラ

の結果も要治療等々・・毎年どこかしら悪くなって

いる現実に、寄る年波には勝てないと実感。これか

ら心躍る春を迎え、食欲・飲酒増量間違いなしの季

節なのに（トホホ）しかしまだまだ元気で頑張りた

い気持ちは人並み以上！少しずつ身体を動かそうと

固く心に誓う今日この頃です。（K・K） 

★「幸せは経験するものではなく、あとで思い出し

てそれと気づくものだ」俳優でありピアニストでも

あったオスカー・レバントの言葉です。まさにその

通り。当たり前だったことが当たり前にできないも

どかしさを感じながら、いつか「今」を幸せだった

と思えるように毎日を大切に過ごしたいと思いま

す。（Y・T） 

第６１回新居浜市公民館研究大会 
２月２７日(土)に開催された公民館研究大会で北中学校長・小笠

原 忠彦さん、校区民生児童委員・飯尾 節子さん、矢形 道子さんが

公民館活動功労者表彰を授与されました。受賞おめでとうございま

す。今後益々のご活躍とご協力をよろしくお願いします。 

～体育振興会だより～ 

ミヤリンピック及び子どもスポーツ健康教室 

２月７日（日）宮西小体育館で上記の教室を実施しました。競技
種目は「シャフルボード」と「輪投げ」です。チームにわかれ対抗
戦で腕を競い合いました。寒い中ご協力頂いた皆さまありがとうご
ざいました。 

 

自治会対抗親睦卓球大会 
祝優勝！ 徳常繁本自治会 

自治会対抗親睦卓球大会が、２月１７日(水)宮西小体育館
で実施されました。決勝戦は徳常繁本と泉池自治会の対戦で
熱戦の結果、徳常繁本自治会がみごと優勝に輝きました。 
★試合結果★            

優勝  徳常繁本自治会     準優勝 泉池自治会   
三位  西町自治会      四位 中須賀自治会   
五位  西原自治会         六位 宮西泉宮自治会 
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渚
句
会
二
月
例
会
よ
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初
鶏
や
野
生
と
野
心
沈
潜
す 

松
本 

勇
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駅
ピ
ア
ノ
寒
月
光
と
響
き
合
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安
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和
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術
後
は
や
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に
親
し
き
寒
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飯
尾 

東
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ホ
ル
ン
吹
く
二
十
三
才
初
日
の
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神
楽
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リ
ン
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祈
る
よ
に
コ
ロ
ナ
の
夜
を
毛
糸
編
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薦
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の
り
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自
意
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仄
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な
光
り
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林
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近
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亜
沙
美 

湯
ざ
め
し
て
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
で
き
上
が
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

   

西
原 

み
ど
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冬
桜
鉱
山
電
車
人
ま
ば
ら 

則
包 

秀
子 

舌
先
に
残
る
喧
嘩
や
大
根
擂
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
   

み
う
ら 

朱
音 

耳
か
き
に
小
さ
き
鈴
や
月
冴
ゆ
る 

堀
本 

芳
子 

～お雛様がお出迎え～ 
２月初旬に公民館ロビーにお雛様 

を飾りました。きらびやか七段飾り 

のお雛様が、公民館に来られた人を 

出迎えてくれます。是非足を止めて、 

愛らしいお人形さんを愛でてくださ 

い。きっと癒されて、心がほっこり 

されると思います。 

 

第５４回にいはま春の市民文化祭美術の部作品募集 

みなさんの作品を展示しませんか。多くの出品をお待ちしております。 

１．展   示   ４月１０日(土)～４月１８日(日) ９：３０～１７：００ 

（最終日は１５：００まで） 

             あかがねミュージアム市民ギャラリー、展示室１、展示室２、 

アート工房 

２．募集部門   洋画・書道・絵手紙・日本画・写真・デザイン・版画 

文芸（短歌・俳句・川柳）・工芸（陶芸・美術工芸・彫塑立体） 

３．応募資格   新居浜市内在住者、出身及び市内の職場に勤務している者

及び小・中・高校生 

           公民館の文化サークル、市内で開催する文化活動教室等の 

参加者、及び新居浜文化協会加盟団体の会員 

４．申   込   ４月２日（金）９：４５～１７：００に、あかがねミュージアムまで 

作品と申込書をお持ちください。募集要項、作品申込書は 

市役所５階文化振興課、あかがねミュージアム、市内公民 

館、図書館、文化協会等にあります。 

５．注意事項   作品の規格等については募集要項をご覧ください 

 


